










令和３年６月定例会 一般質問 回答書

議席
番号

質問者 質問事項 要旨 答弁者 答弁内容 担当課

1 6吉永　浩 1.コロナ対策の取組
みについて

　コロナ対策の取組で、感染予防等に加えコロナワ
クチン接種も始まっている現状、以下の２点質問す
る。
①昨年、数多くの本町イベントが中止となったが、
今年度のイベント開催の方針は。
②昨年、町独自の様々な事業・取組みで対策を実施
している。今も影響が続く中で、今年度の予防・経
済等対策の方針や新たな事業は。

町長 ①町主催のイベントにつきましては、沖縄県が
策定したガイドラインに基づき判断することと
しております。県内の感染状況を見ながらの判
断となりますが、感染リスクの回避可能なイベ
ントについては、実施する方向で検討してまい
ります。開催の可否については、実行委員会等
で判断します。
②令和３年度の方針は経済対策ならびに感染拡
大防止を主に、全１2事業を計画しています。
　昨年からの継続事業は、商品券を町民一人当
たり１万円分配付する地域消費促進商品券事業
です。また、町内事業所には国や県が示すガイ
ドラインに沿った条件で営業ができるよう、必
要な資材を現物給付します。新たな事業として
畜産農家・花卉・甘しょ農家への飼料や堆肥の
支援、観光バス・レンタカーへの支援などと言
った特定業種への支援の他、行政での緊急雇用
対策事業を実施します。
　感染予防としては、ワクチンの接種を速やか
に行います。改善センターでの集団接種への対
応により、７月中旬には65歳以上の高齢者が接
種を終えるスケジュールとなっております。
　一般の方については、国・県からのワクチン
の供給スケジュールが示され次第、速やかに実
施してまいります。

①総務課
②企画財政
課、福祉課
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2 ２.ふるさと納税に
ついて

　ふるさと納税について以下２点質問する。
①地域産業の応援にも繋がる返礼品。数や種類、参
加事業者は増えているか。推進の取組は。
②企業版ふるさと納税（人材派遣型）の制度が新た
に創設された。この事業に対する町長の考えは。

町長 ①令和２年度末時点のふるさと納税ポータルサ
イトに掲載している返礼品の種類は247品目、事
業者数は、37事業者となります。返礼品を始め
た平成29年度末と比較すると、返礼品の種類が1
70品目増加、事業者数が18事業者増加しており
ます。
ふるさと納税推進の取組みとしては、ポータル
サイトを増やしＰＲに力を入れ、他にも事業者
訪問を行うなど新たな返礼品及び事業者の開拓
に努めております。
②本町は令和２年に企業版ふるさと納税の対象
自治体として内閣府から認定を受けておりま
す。本制度の人材派遣型については自治体、企
業の双方にとって大きなメリットがあると考え
ており、専門的な知見、技術が必要と見込まれ
る、地域活性化のためのプロジェクト等に活用
ができないかを検討中です。

企画財政課

3

6吉永　浩

３．SDGsと総合計画
について

　SDGsと総合計画について以下２点質問する。
①第２次総合計画後期基本計画は策定されているの
か。町民への説明等はあるのか。
②広報くめじま５月号に「SDGsと総合計画」という
頁があり、「第２次総合計画後期基本計画を推進
し、SDGsに取組む」とある。総合計画を推進しなが
ら、どのようにSDGsに取組む考えか。

町長 ①第２次総合計画後期基本計画の策定完了は７
月ごろになる見込みです。町民への説明等は、
町広報誌やコミュニティラジオを活用するなど
広く丁寧に行ってまいります。
②本町も持続可能な自治体であり続けるため
に、後期基本計画では、国・県でも推進してい
るＳＤＧｓの理念を取り入れます。ＳＤＧｓ
は、「誰一人取り残さない」ことを念頭に、203
0年までに持続可能なより良い世界を目指すもの
です。総合計画に掲げる施策の柱がSDGsの目指
すゴールにあてはまることから、まちづくりと
一体的に取り組んでまいります。また、行政だ
けでなく、町民や民間企業と協力し、ＳＤＧｓ
の17のゴールと169のターゲットを意識した事業
展開を行うことにより、町内外の方々にとって
住みやすく訪れやすいまちになるものと考えて
おります。

企画財政課
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4 １．林業の振興につ
いて

①町の森林計画が策定されていると思うがこれまで
林業振興をどのように進めてきたかその進捗状況に
ついて伺います。
②旧仲里村で、イヌマキ（チャーギ）を植林したこ
とがある。残念ながらチャーギ虫にやられた経緯が
あります。久米島町の将来の貴重な財産としてイヌ
マキ（チャーギ）の植林を推進していく考えはない
か伺います。

町長 ①本町は、総面積6,350haで、民有林面積は2,36
0ha、区域面積に占める森林率37％となっていま
す。人工林面積は281haであり、人工林率は12％
で県平均の14％よりやや低い値であります。
②造林補助事業を活用し、これまでも人工造林
や保育等の森林整備を積極的に実施しておりま
す、木の育成には長期的に適正管理する必要が
あります。将来必要となる材木等の供給に向
け、適切な森林整備が実施できるよう、造林補
助事業においてイヌマキ（チャーギ）の植栽に
取り組んでまいります。

環境保全課

5

13幸地　猛

２．久米島町景観計
画の推進について

①平成２４年３月に制定された久米島町景観計画の
中で景観形成重点地区の景観形成方針として美崎地
区、仲地の棚田地区、イーフリゾート地区、奥武地
区、新興通り周辺地区の５地区が位置づけられてい
ます。これまでの進捗状況について、また、今後の
事業推進について伺います。
②イーフリゾート地区のJA(株)くみき久米島出張所
の場所はイーフ地区の発展に最も重要な場所だと思
う。（株）くみきの移転等について町の考えを伺い
ます。

町長 ①景観形成重点地区につきましては、お示しの
５地区を重点地区と位置づけ久米島らしい良好
な景観の形成や保全に取り組むこととしており
ます。具体的な施策として、瓦屋根設置助成事
業の実施を行っております。これまでは、対象
地区の保全保持に努めており、建築物や工作物
の新築、増築、改築等の届け出に際し、良好な
景観形成に取り組むよう協力依頼しているとこ
ろです。今後については、久米島らしい良好な
景観の形成や保全に積極的に取り組むほか、観
光振興基本計画等と連携しながら景観形成の推
進に努めていきたいと考えております。
②（株）くみき久米島営業所がある土地は、本
町が景観重点地区に指定したイーフリゾート地
区内にあり、観光客等も多く行き交う通りに面
した重要な場所だと考えております。移転等に
つきまして、（株）くみき久米島営業所に確認
したところ、現時点での移転などの予定は無い
との回答をいただいております。

①建設課
②産業振興
課
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6 １．タイ原周辺の土
地利用計画について

　儀間川総合開発事業の関連事業により整備を進め
ていたタイ原ダムが国のダム整備政策の見直しによ
り県の公共事業再評価の中で中止になったのはご周
知のとおりであります。同事業の実施期間中に農地
を含めて買収された多くの土地がどの様な状況にな
っているのか伺います。また同地が遊休農地であれ
ば今後の町の農業政策を進めていく中で支障はない
のか伺います。

町長 　儀間川総合開発事業により整備予定でありま
したタイ原ダム整備が国の事業仕分けによる見
直しによって中止となりました。
　それに伴い、国がダム建設予定で買収した農
地が、遊休農地の状況となっております。
　令和元年６月28日に、農地中間管理事業につ
いて国・県・農業振興公社・町による意見交換
会が行われました。タイ原ダム堤体下農地につ
いて、遊休農地を解消する為、土地の所有者で
ある国に対して、農地中間管理事業の活用を、
お願いしております。
　現在その後の進捗はありませんが、引き続
き、遊休農地を解消する為、農地中間管理事業
の活用をお願いして参ります。

・建設課
・産業振興
課

7 ２．町道の管理につ
いて

　産業道路としての利用度が高い飛行場城跡線です
が、管理が行き届いていない為、現状として道路の
機能面、環境面での低下に繋がってきます。今後の
対応について伺います。

町長 　台風や波浪等の影響により、当該路線が塩害
及び漂着物等の被害がでていることは事実であ
ります。今後も道路機能を維持するために必要
な対応を行っていきたいと考えております。

建設課

8

2盛本　實

３．漂着ゴミの処理
について

　回収、分別、処理のすべてにおいて課題がありま
す。持続可能な観光地を目指す意味でも漂着ゴミの
問題は避けては通れません。現在、観光客もゴミに
対する関心が高くいつまでもきれいな環境がほしい
と願っている人もたくさんいます。
　今後は観光地のゴミ問題に貢献する旅行（観光）
が出てくると思います。また、SDGsの取り組みにも
なると思いますが、町長の考えを伺います。

町長 　海岸漂着ごみは、毎年補助事業を実施してお
ります。また令和２年度からは町単独事業にお
いても海岸漂着ごみの回収分別処理を実施いた
しました。
　町民と民間団体等ボランティアにより回収し
た漂着ごみの処理は小型焼却炉で対応出来るよ
うになりました、本町は美しい自然に恵まれて
おり、ゴミのない島づくりを推進しておりま
す。
　観光客による漂着ごみの回収ボランティアが
参加しやすい環境づくりにも取り組んでまいり
ます。

環境保全課
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9 2盛本　實 ４．久米島町スポー
ツコンベンションの
再構築について

　現在、久米島町スポーツコンベンションは定期的
な会議等、具体的な活動がなく新たなスポーツ大会
やイベントの開催、合宿の誘致等が進んでないのが
現状です。そこで結果の出せる組織となるべく久米
島町スポーツコンベンションの再構築を行い、再出
発することが望ましいと考えますが、町長の考えを
伺います。

町長 　久米島町スポーツコンベンション推進協議会
は、スポーツ交流人口の拡大による地域活性化
を目的に、久米島町の他、久米島商工会、久米
島町観光協会、久米島町体育協会、JTA、久米商
船、沖縄県野球連盟久米島支部が参画し平成26
年度に発足致しました。設立目的が達成できる
よう、引き続き構成団体との連携を強化し、楽
天キャンプの再開に向けた取り組みをはじめ、
各種スポーツ大会の誘致、受け入れ体制の構築
など、アフターコロナを見据えた取り組みを行
ってまいります。

商工観光課

10 10真栄平建正 １.バーデハウスに
ついて

①解散手続きの進捗状況は１２月説明時と現状の差
異を伺います。
②再開の進捗状況は１２月説明時と現状の差異を伺
います。
③公募の方針を伺います。

町長 ①(株)オーランドは令和２年12月10日開催の臨
時株主総会において解散決議がなされ、その
後、会社法に則って清算手続きを進めてきたと
ころ、令和３年４月28日開催の臨時株主総会に
て清算結了、５月11日に清算登記が完了致しま
した。解散に関する手続きについては概ね当初
予定のとおり進んでいます。
②バーデハウス再開に関しましては、PFI法に基
づく民間提案制度の活用を前提に、令和３年３
月下旬又は４月上旬には民間事業者からの提案
を公募し、今年度上半期での再開に向けて取り
組んでまいりましたが、現在、公募に向けた詳
細条件の検討、整理に時間を要し、公募には至
っておりません。民間提案制度の運用にあたっ
ては高度な専門的知識等が必要であり、現在、
専門家とアドバイザー契約を締結し、公募開始
に向けて作業を進めているところです。引き続
き、専門家の助言のもと、公募に向けた条件整
理を行い、本年度中の事業化に向けて取り組ん
でまいります。
③公募の方針につきましては、民間提案制度活
用の効果の最大化を目指し、公募条件の整理を
進めてまいります。

商工観光課
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11 10真栄平建正 ２.歯科診療所再開
について

①閉鎖に至った経緯を伺います。
②再開計画と進捗状況を伺います。
③再開に向けてどのような課題があるか伺います。

町長 ①仲里歯科診療所が閉院となった理由について
は、歯科医師の一身上の都合によるものであり
ます。
②先月、町の歯科医療体制についての方針を公
表しました。内容としては、
　(1)安定的な歯科医療提供及び医科歯科連携を
　　図るため、公立久米島病院への常設歯科の
　　標榜追加を沖縄県へ要請していく。
　(2)現在診療を行っている具志川歯科医院の
　　機能強化について連携を図り推進してい
　　く。
　(3)上記と並行し、仲里歯科診療所で経営して
　　いただける歯科医師の確保を進める。
と、３つの方針で進めてまいります。しかしな
がら、４月12日から続く「新型コロナウイルス
まん延防止等重点措置」、５月23日からの「緊
急事態宣言」により、関係機関との調整が出来
ておりません。
③現在の仲里歯科診療所での開設を引き継ぐ歯
科医師の確保ができていない事や、建物の老朽
化により大規模な改修が必要と思われることが
課題となっております。

福祉課
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12 10真栄平建正 ３．久米島製糖
（株）の操業延長に
ついて

１．操業期間延長の原因について伺います。
２．久米島製糖（株）の損害はあるか、損害額、補
償補填の対応策について伺います。
３．農家の損害はあるか、損害額、補償補填の対応
策について伺います。

町長 　操業期間延長の原因のご質問について、久米
島製糖からの報告を説明いたします。
１．
　１回目停止が１月11日 ２号圧搾機メタル破損
　１月13日 １号機圧搾機メタル破損（復旧２月
　５日・停止期間25日）
　２回目停止が２月11日 ３号機圧搾機マイネッ
　クスレッパー破損（復旧２月14日・停止期間
　４日）
　３回目停止が３月16日 ２号マイネックスレッ
　パー及び中間キャリア破損（復旧３月22日・
　停止期間７日）
　４回目停止が３月31日 １号マイネックスレッ
　パー破損（復旧４月３日・停止期間４日）
２．主な損害として、原料さとうきびの劣化に
よる産糖量の損失、季節労働者に支払った休業
手当などがある。
　損害額については現在、先方と協議中であ
る。
３．農家には、製糖終了が遅れたことにより株
出し管理作業の遅れや、春植えを予定していた
圃場の植付が出来なかったことによる損害はあ
ると思うが、実際、これからの気象条件などに
より損害額に関しては特定できない。
　農家補償補填は出来ない状況なので、町・JA
と協力し潅水機材の導入や、関係機関と連携し
た管理作業の機械の斡旋、事業等を活用してで
きる農家支援や製糖停止期間中に会社独自で苗
切り作業を行い農家へ苗の提供を行っておりま
す。
　本町としても、久米島製糖及びJAと協力して
農家支援を行ってまいります。

産業振興課
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13 １．鳥島射爆撃場の
早期返還について

　沖縄県における米軍の実射訓練は鳥島射爆撃場の
みであった。近年、渡名喜入砂島、伊江島でも行わ
れているとの事。
　本年５月４日のテレビ朝日の番組で、岸信夫防衛
大臣が「台湾海峡で事態が起きること自体が他人事
でなくなる」と発言。この事は「台湾有事あれば日
本も参戦」との主旨だ。また、インド太平洋司令官
は「台湾への脅威は６年以内に明白」との発言。
　年間2,000億円の思いやり予算という沖縄植民地
政策は捨て石の如くである。その経緯からして、鳥
島射爆撃場は、米軍等による大規模訓練場となり、
再び劣化ウラン弾やナパーム爆弾が使用されると、
私は体感として捉えている。町長へ伺う。
①台湾有事の際は、日本参戦の蓋然性は高いと考え
るのか。
②奄美馬毛島から沖縄本島、久米島を含む琉球弧が
「ミサイルの長城」となりうるのか。
③島をコンクリートで被う、いわゆる石棺の実現を
国に求める気はあるのか。
④島の環境汚染に関する米公文書の翻訳は。

町長 ①②万が一にも有事が発生しないよう政府にお
いて不断の外交努力を行うべきと考えておりま
す。
③島をコンクリートで被うことは、現実的では
ないと考えております。
④米公文書につきましては、関係機関を通して
照会していますが現時点で確認できておりませ
ん。この件につきましては、軍転協総会におい
て入手できるよう沖縄県に要請しておりますの
で、引き続き公的機関から入手できるよう努め
てまいります。

総務課

14

5宇江原総清

２．久米島の国立公
園構想とコンクリ護
岸の撤去

　本年５月１１日の琉球新報で「沖縄奄美世界遺産
に」とIUCN登録と勧告とある。世界遺産一覧表記載
は通常、勧告どおり認められるとしている。数多く
の希少な固有種が生息する琉球弧の生物多様性が認
められたとの事。
　今後に向けて４点の要請がある。その１つとし
て、自然再生のための河川再生戦略が挙げられてい
る。又、北部「飛地」の解消は既存の「やんばる国
立公園」と同じ自然環境として一体的に捉えられる
と評価している。
　このような沖縄・奄美世界遺産登録勧告からし
て、本件国立公園構想と河川・海兵におけるコンク
リ護岸について次の事項を伺う。
①河川等のコンクリ護岸、特に三面コンクリを造ら
せているが、国立公園構想に関し、適地か。
②コンクリ護岸は、生物多様性を破壊、海の磯焼け
をもたらし、海の幸を壊滅させる事を認識している
のか。
③国立公園についてどのようなビジョンを持ってい
るのか。

町長 ①国立公園は、我が国の風景を代表するに足り
る傑出した自然の風景地で、自然公園法第５条
第１項に基づき環境大臣が指定しています。実
際に要件に合致しているかどうかは環境省が調
査を行うこととなっております。
②本町ではコンクリート護岸の環境影響評価等
がない為、そのことによる影響は把握しており
ません。
③国立公園については、環境省及び沖縄県と連
携し取り組みたいと考えております。

環境保全課
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15 5宇江原総清 ３．真謝のチュラ福
木の枝打ちについて

　地域住民から「チュラ福木の上部も以前のように
上部の剪定をすべき」との再度要望がある。福木の
上部を伸ばすと、樹木は衰退する。それでも放置す
るのか。

教育長 　県指定天然記念物「真謝のチュラ福木」は、
他の天然記念物に指定されている樹木と同様、
樹木医の診断のもとに管理を行っています。今
回のご要望である上部の枝打ちについては、科
学的知見に依り判断されるものと考えており、
今後も樹木医の診断をもとに、できる限り健康
な状態で後世に遺せるよう努めて行きたいと考
えております。

博物館

16 3富永　肇 １.久米島町防災に
ついて

東日本大震災から今年１０年の節目を迎えました。
甚大な被害により、今なお復興の途中であります。
その後も国内では多くの自然災害が起き、多くの被
害を受けました。日本は災害多発国であり、久米島
町も災害に強い町づくりが大事である、町の防災体
制について伺います。
①久米島町の防災体制の取り組みは
②本町の合同防災訓練の評価と課題は
③防災マップ、ハザードマップの周知、情報の発信
は
④消防、自衛隊との連携は
⑤学校での防災学習、教育の取り組みは

町長
教育長

①防災体制については、町地域防災計画に基づ
き、総合的かつ計画的な防災体制の構築を図っ
ております。
②ここ数年の防災訓練は、津波避難訓練を行っ
ております。多くの町民が参加することで、防
災意識の啓発や避難経路の確認等に効果があり
ます。今後も避難訓練を継続するとともに、避
難後の訓練や様々な災害に対応できるよう、防
災訓練の充実を図る必要があると考えておりま
す。
③防災マップは庁舎等の配置や町ホームページ
等で周知・発信しています。現在の防災マップ
は製作から５年経過していますので、内容の見
直しやハザードマップを盛り込んだ更新を行
い、周知に努めてまいります。
④消防、自衛隊の役割、連携につきましては、
町防災計画で定めております。町防災訓練にお
いても、連携し訓練を実施しております。
⑤町内幼稚園・小学校・中学校においては、
「火災に関する避難訓練」、「津波、地震によ
る避難訓練」など、年３回の避難訓練を実施し
ています。
　また、各学校の津波地震に関する避難訓練
は、県広域地震津波避難訓練及び町の避難訓練
に合わせた日時で実施しています。実施後に
は、訓練のふりかえりが行われます。そして、
その日の学校給食は、”きゅうきゅうカレー”
など災害時を想定した献立が提供されます。

①～④
　総務課
⑤教育課
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17 ２．学校施設長寿化
計画策定について

①令和３年３月、学校施設等長寿化計画が策定され
島内全ての小学校、中学校において老朽化傾向にあ
ります。今後の維持、更新コストの試算では、かな
り予算が必要となります。今後の予算の確保や児童
数の推移状況、学習環境をどのように捉えているか
伺います。
②学校再編、統廃合の必要性と適正配置の検討とあ
りますが、検討の時期、予定等はあるか伺います。

教育長 ①本町の小中学校施設の約３割が、築40年以上
が経過した建物で、比較的劣化が目立ち老朽化
が進んでいます。現状の小中８校のまま施設の
整備及び維持管理を進めていくとなると、長寿
命化計画の試算では、今年度から令和32年度ま
での30年間は、年平均3.5億円の維持修繕費が必
要とされており、その予算の確保は大変難しい
状況にあると考えます。
　また、児童生徒の推移状況については、今後1
0年間は大きな変動はないものの、少しずつ減少
していく推計となっており、このままの状況が
進んでいくことになると、学習環境も制限さ
れ、授業や児童間の交流活動等に支障が出てく
ることが予想されます。
②学校再編、統廃合の必要性と適正配置の検討
についてですが、児童・生徒数がどんどん減少
し、今後さらに小規模化が進んでいく状況を考
えると、学校再編や統廃合について検討すべき
時期にきていると考えます。ただ、これまでは
学校が地域コミュニティーの核としての拠点性
を持ち合わせていることもあり、統廃合等につ
いては慎重に判断してまいりました。しかしな
がら、今回策定した｢学校施設等長寿命化計画｣
の中で、現状のまま小中８校を維持していくと
なると、各学校施設の整備及び維持管理費には
莫大な予算が必要となり、町の財政を著しく圧
迫することが予想されることや、また教育的な
観点から考えた場合にも、学校の統廃合等につ
いて検討していく必要性が出てきていると考え
ております。

教育課

18

3富永　肇

３.職員の窓口対
応、要望の取り扱い
について

町民への窓口対応や要望の取り扱いに、丁寧な対応
が出来ているか伺います。
①職員の窓口対応の研修等は行っているか。
②要望等の対応マニュアルは

町長 ①接遇研修につきましては、定期的に実施して
おり、昨年度からは新採用職員及び若手職員を
対象に研修を行っております。
②要望等につきましては、総務課で総括し、要
望内容ごとに担当課で対応しております。回答
については書面か口頭で行っております。

総務課
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19 １．町道の整備につ
いて

　飛行場城址線は、一部を除いて、開通している状
況にあるが全面開通に向けての取組状況を伺いた
い。沿線の管理状況についても伺う。

町長 　飛行場城址線については、一部未整備箇所が
ございますが、これまでも関係地権者との交渉
を行いましたが、了承が得られず進捗していな
いのが現状です。地権者の了承が得られれば、
事業採択に向け県と協議していきたいと考えて
おります。また、管理状況については、台風や
波浪等の影響により当該路線が塩害および漂着
物等の被害がでていることは事実であります。
今後も道路機能を維持するために必要な対応を
行っていきたいと考えております。

建設課

20 ２．具志川漁港につ
いて

　整備以後ほとんど使用されていない状況にある当
漁港の今後の取り扱いについて伺いたい。

町長 　具志川漁港については、台風時や波浪等の影
響により漁港内の施設整備を実施することが難
しい状況にあります。夏場の限られた時期の使
用となっていることから整備計画については利
用状況等を勘案し、検討してまいります。

建設課

21

8棚原　哲也

３．深層水の新たな
揚水施設について

　海域及び揚水ルートの調査について、県との調査
は済んでいるか伺いたい。

町長 　令和３年度から４年度において、海洋深層水
を活用する施設整備事業の全体計画を策定する
ために必要な調査・検討を行う予定でございま
す。令和４年度には、揚水管のルートや施設規
模、概算事業費等についてまとめることにして
おります。沖縄県とは適宜調整を図りながら、
事業への支援を求めてまいります。

プロジェク
ト推進課

22 １．モズクについて 　今期は例年にない不作であるが、その原因につい
て調査したか。気温（水温）、水質等。

町長 　久米島漁協に確認したところ、過去最高の水
揚げを記録した平成30年以降は、近年、春先の
悪天候や日照不足等の影響により、水揚げが減
少傾向にあります。また、沖縄県海洋技術セン
ターにおいて毎年、気温・水温・水質・日照な
どの調査をおこなっております。

産業振興課

23

9喜久里　猛

２．製糖終了遅れに
ついて

　５月１２日にやっと搬入終了したが、来期に向け
てどう取り組むか、久米島製糖が原因とは言えお互
いの信頼関係を維持する為、行政としては何らかの
方法をとる必要がないか。

町長 　今期の製糖終了の遅れにより影響を受けた農
家に対し、春植え種苗購入補助として町が30％
を補助いたします。また、農薬購入補助としてJ
Aの購買で購入する農薬６品目に限り、町が30
％、久米島製糖が15％、JAおきなわ久米島支店
が15％の計60％を補助いたします。申請期間は
久米島製糖・JAと調整し５月１日から６月30日
までとしております。

産業振興課
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24 ３．コロナワクチン
について

　町内でもワクチン接種が開始されたが今後のスケ
ジュールは、又、町民全員が接種するような対策は
考えているか。

町長 　現在は高齢者分の接種が行われており、７月
中旬には65歳以上の高齢者が接種を終えるスケ
ジュールで進めております。
　一般の方については、国・県からのワクチン
の供給スケジュールが示され次第、速やかに実
施してまいります。町としましては、島内の医
療機関と調整し対応することを基本に、沖縄本
島の医療機関からの協力も得ながら、全町民が
接種できるよう体制を整えております。

福祉課

25

9喜久里　猛

４．古民家利用につ
いて

　古民家事業については、開始後数年になるが、成
果がよく見えない。町民の気質として仏壇があるか
らとよく聞くが、納骨堂が完成したことにより、そ
の有効利用が出来ないか。

町長 　近年、全国的に人口減少や社会的ニーズの変
化等に伴い空き家が増加しています。本町では
令和元年度の調査において155件の古民家等の空
き家を把握できました。調査結果を踏まえ、令
和２年度に利活用を促進するための空き家改修
補助金制度を創設し、需給マッチングを行った
ところ５件の改修と利用成果に繋がっておりま
す。
　納骨堂については供用開始前から問い合わせ
が数件ありますので、本機会に「空き家・空き
地バンク」制度の案内も行っております。ご提
案にあるように両制度を有効的に利活用できる
よう家主等、関係者と連携して取り組んでまい
ります。

企画財政課
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26 7新垣　幸子 1.歯科診療所の開設
について

（１）町広報誌５月号に歯科診療体制について、町
の方針が掲載されています。
①「公立久米島病院に常設歯科を設置するよう、沖
縄県へ要請する。」とあるが進捗状況は。
②「具志川歯科医院の安定的な受け入れ態勢の整備
に支援を行う。」とあるが、どのような支援か、具
体的に伺う。
③「島内で開業できる環境整備を行い、民間の参入
を支援します。」とあるが、どのような支援か、具
体的に伺う。
（２）歯科診療における公設民営の本来のあるべき
姿を町としてはどのように認識していますか。
（３）歯科機材の予算について、町と歯科医師との
配分はどのようになっていますか。
（４）歯科診療所や歯科医院と町の契約書はありま
すか。また、何年ごとの更新ですか。
（５）町が購入した歯科機材、備品等の備品台帳は
ありますか。
（６）歯科医師の住居確保について、これまでどの
ように対応していましたか。また、今後どのように
対応していきますか。
（７）３月の一般質問において「１月１６日に協力
を申し出ていただいた歯科医師と建物や設備の改修
及び運営面等についての詳細を調整しているとある
が、具体的なことをお聞かせ下さい。」と再質問し
たところ、仲里歯科診療所の改修、機器類、医療資
機材、スタッフの確保、経営面についての条件につ
いて調整中とありましたが、その後どのようになり
ましたか。また、協力を申し出ていただいた歯科医
師の先生方と何回かの話し合いを持つことが最重要
と認識していますが、どのように考えていますか。
（８）町民の皆様は、歯科診療所の早期再開を痛切
に望んでいますが、仲里歯科診療所の再開が、建物
の老朽化により、現場所に厳しいのであれば、歯科
診療所の設置について、早めに設置場所の選定を行
い、建物の耐震検査を実施することを要望したい。
また、設備関係の修繕、内外装、医療機材の搬送や
設置の予算化を行うことや、内外装の改築等の際、
歯科医師の意見を重要視していただきたい。このこ
とについてどのように考えていますか。

町長 (1)-①４月12日から続く「新型コロナウイルス
　まん延防止等重点措置」からの「緊急事態宣
　言」により、関係機関との調整が出来ており
　ません。
(1)-②外来患者の利便性として歯科医院内外の
　環境整備、医療の安定的な提供として医療機
　器の更新を予定しております。
(1)-③民間参入を希望する法人や個人に対し
　て、個別の相談に応じ、町として支援でき
　る部分については対応してまいります。
（２）公設民営とは、公共が資金調達し、施設
の建設を行い、運営業務については民間事業者
に複数年にわたり委託する方式です。本町にお
いては事業の委託ではなく、建設・設備投資以
外は完全な民営方式をとってきました。今後も
この方針に変更はありません。
（３）これまでは、初期の設備の公共で整備
し、保守管理や更新は歯科医師側が全て負担し
てきました。
（４）契約書はありません。行政財産使用許可
を毎年度行っております。
（５）仲里歯科診療所及び具志川歯科医院とも
に、公共で整備した医療機器類は昭和時代に導
入したもので既に償却されており、備品台帳を
探したのですが見つかりませんでした。
（６）具志川歯科医院については建物の２階が
医師住宅となっていおり、そちらに入居してい
ただいております。仲里歯科診療所について
は、医師個人が入居先を個人で契約していただ
いております。今後については、歯科医師との
相談により行政として対応できる部分について
支援してまいります。
（７）申し出をいただいた歯科医師と調整を進
めてまいりましたが、運営面で方針が合わず現
在に至っております。今後は、４月に示した歯
科医療体制についての方針に沿い進めて行く中
で、必要であれば、先に申し出ていただいた歯
科医師との話し合いを持ちたいと考えておりま
す。
（８）（９）４月に示した歯科医療体制につい

福祉課
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26 （９）今後の具体的な計画やスケジュールについて
伺う。

ての方針に沿い進めて行く中で、本町で開業し
ていただく歯科医師の意見や要望を伺いながら
検討してまいります。

27 １.離島留学生応募
受入対応等について

①選考基準の確認と受入体制について伺う。
②町営寮じんぶん館にての地域おこし協力隊の業務
活動等状況。

町長 ①離島留学制度募集については申し込みの際の
提出書類に基づいて面接による審査、選考を行
っています。選考基準については久米島高校の
志望理由、中学校の成績、出欠状況、保護者か
ら学校や家庭生活の様子などを聞き取りして、
寮生活など集団生活に適応可能かなどを重視し
て選考を行っています。約30名の生徒の寮生活
と寮運営をサポートするため、館長１名、ハウ
スマスター３人、事務補助員として１名の体制
を整えています。
②寮運営のハウスマスターは地域おこし協力隊
を３名配置しており、学校や保護者との連絡調
整、提出書類の手続き支援、寮生からは学校生
活、寮生活、健康問題、悩み等の相談を受ける
とともに学級担任、養護教諭、教育相談員との
面談、さらに身元引受人をしていただいている
島親との連携サポートなど、多岐にわたる活動
を行っています。

企画財政課

28

11東江　浩明

２.新型コロナウイ
ルス感染防止対策と
今後の対応について

①本年度、観光客誘致イベント実施予定の現状。
②営業時間短縮協力金申請、町内状況。

町長 ①今年度の観光誘客イベントの実施予定につい
ては、現在の新型コロナ感染拡大状況やワクチ
ン接種状況を踏まえ、久米島まつり、久米島マ
ラソンともに通常開催は厳しいと考えており、
現在代替え案を検討しています。緊急事態宣言
明けに予定している実行委員会にて最終決定い
たします。そのほかの誘客イベントについても
感染状況を見極めつつ、沖縄県が定めるイベン
ト等実施ガイドラインに照らして判断してまい
ります。
②営業時間短縮協力金の申請状況については、
令和３年１月22日から２月28日までの期間分を
申請した飲食店数は75店舗となっています。ま
た、４月以降の協力金の申請については６月１
日より開始され、同日より沖縄県による協力金
サポートセンターを役場仲里庁舎へ設置して申
請の支援を行っております。

商工観光課
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29 １．バス停の整備に
ついて

　バス停の整備については、令和元年９月議会に於
いても質問したが、整備した兆しが見えない。２点
質問する。
①令和元年から現在までの整備状況について伺う。
②久米島高校前の整備進捗状況について伺う。

町長 ①令和元年から現在までのバス停の整備状況
は、令和元年度に上屋設置１件、ベンチの設置
３件、ベンチの修繕１件を行っております。令
和２年度は、久米島高校前バス停整備予定地の
地権者との調整を行い、令和３年度は、バス停
表示板の修繕５カ所を予定しております。
②久米島高校前バス停整備の進捗については、
昨年度10月から11月に地権者から得た「事業協
力に係る同意書」を沖縄県南部土木事務所へ提
出しております。今後、県において、停車帯を
含むバス停の設計、用地交渉と順をおって進め
ていく予定とのことです。引き続き県と調整を
図りながら進めてまいります。

商工観光課

30 ２．小中学校の洋式
トイレについて

　これまでの定例会においても質問したが、平成３
０年１２月７日の報道では、久米島町立小中学校の
洋式トイレの設置率が３２．６％との報道があっ
た。２点について質問する。
①現在の設置率について伺う。
②改修等の進捗状況について伺う。

教育長 ①現在の小中学校の洋式トイレ設置率は、小学
校33.3％、中学校73.7％、平均で45.5％となっ
ています。
②各学校トイレ設置箇所に洋式が１台の設置も
ない箇所を優先とし、毎年数カ所の改修を行っ
ており、今後も継続し実施していく予定です。

教育課

31

4赤嶺　秀德

３．歯科医院につい
て

　仲里歯科の閉院後の歯科医院再開に向けた取組み
についての進捗状況について伺う。

町長 　町の歯科医療体制についての方針としては、
　(1)安定的な歯科医療提供及び医科歯科連携を
　　図るため、公立久米島病院への常設歯科の
　　標榜追加を沖縄県へ要請していく。
　(2)現在診療を行っている具志川歯科医院の
　　機能強化について、連携を図り推進してい
　　く。
　(3)上記と並行し、仲里歯科診療所で経営して
　　いただける歯科医師の確保を進める。
と、３つの方針で進めてまいります。しかしな
がら、４月12日から続く「新型コロナウイルス
まん延防止等重点措置」、５月23日からの「緊
急事態宣言」により、関係機関との調整が出来
ておりません。

福祉課


